















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	表紙
	四手網
	中表紙
	口絵
	凡例
	中巻目次
	Ⅰ　学校教育編
	目次
	第一章　近代教育のあゆみ
	第一節　幕末・維新期の教育
	Ⅰ　武家の教育
	Ⅱ　庶民の教育
	Ⅲ　女子の教育

	第二節　初等教育の推移
	Ⅰ　近代教育制度の創始
	1．学制頒布
	2．学区制の施行
	3．小学校の設立
	4．明治初年の多良、糸岐の学校教員
	5．教科と教科書

	Ⅱ　近代教育制度の確立と整備
	1．教育制度の変遷
	2．義務教育の実施
	3．私立興仁小学校設置計画
	4．明治中期の町内小学校とその変遷
	（1）多良地区内の小学校
	1　多良小学校
	2　川原分校
	3　中山分校
	4　伊福小学校
	5　糸岐小学校
	6　三里分校
	7　中尾分校

	（2）大浦地区内の小学校
	1　大浦小学校
	2　竹崎分校
	3　津ノ浦小学校


	5．国民教育と教育勅語
	6．義務教育年限の延長
	（1）小学校令の改正
	（2）小学校の教科目と週時間数

	7．学務委員制度と教育財政
	（1）学務委員制度
	（2）教育財政
	1　教育方針
	2　授業料
	3　教員給料


	8．明治時代の小学生
	（1）家業の手伝い
	（2）学校生活と遊び
	（3）学校行事


	Ⅲ　教育制度の拡充
	1．新教育運動
	2．教育政策と国民感情
	3．経済不況と学校教育

	Ⅳ　戦時下の学校教育
	1．教科書の改訂
	2．国民学校
	3．学生生徒の戦時動員
	4．児童の勤労奉仕と日常生活
	5．分散授業と空襲


	第三節　青年教育
	Ⅰ　補習教育
	1．夜学校
	2．実業補習学校

	Ⅱ　公民学校と青年訓練所
	Ⅲ　青年学校
	1．青年学校の教育
	2．多良村興村塾道場



	第二章　現代教育の進展
	第一節　教育制度の整備充実
	Ⅰ　斯学制の発足と定着
	1．教育における戦後処理
	2．新教育制度と初等教育
	3．へき地教育の振興
	4．新制中学校
	（1）発足当初の中学校
	（2）校舎の建設
	1　多良中学校
	2　大浦中学校

	（3）中学校の運動場と体育館建設
	1　多良中学校
	2　大浦中学校

	（4）中学校の職業教育
	1　農業実習
	2　学校林
	3　農繁休業

	（5）中学校卒業生の進路
	1　高校進学
	2　就職


	5．幼児教育
	（1）幼児教育の概要
	（2）大浦幼稚園
	（3）多良幼稚園

	6．学校給食
	（1）栄養補給給食
	（2）学校給食法の制定と牛乳給食
	（3）完全給食の実施


	Ⅱ　後期中等教育の拡充
	1．旧制中等学校
	（1）佐賀県立鹿島中学校
	（2）佐賀県立鹿島高等女学校
	（3）鹿島立教実業学校

	2．佐賀県立太良高等学校の設置
	（1）町内中学校卒業生の進学状況
	（2）高校誘致の促進と開校
	（3）太良高等学校生徒の活動状況



	第二節　新教育の推進体制
	Ⅰ　教育行政機構の変革
	1．教育委員会制度
	（1）公選制教育委員会
	（2）任命制教育委員会


	Ⅱ　教育振興対策
	1．学校施設設備の整備
	（1）教育諸条件の改善充実
	（2）町村合併後の学校施設の整備

	2．太良町教育振興会
	3．育英資金制度

	Ⅲ　学校教育に対する町民の協力
	1．PTA
	（1）PTAの結成
	（2）PTAの活動
	（3）各PTAの学校援助
	（4）各PTAの表彰歴

	2．7・8災害と大浦小学校の復興
	（1）大災害の発生と学校の被害
	（2）復旧作業
	（3）授業再開
	（4）新校舎の建設
	（5）環境整備の促進




	附　学校沿革誌
	1　多良小学校
	2　三里分校
	3　中尾分校
	4　中山分校
	5　伊福分校
	6　大浦小学校
	7　多良中学校
	8　大浦中学校
	9　太良高等学校


	Ⅱ　社会教育編
	目次
	第一章　社会教育の変遷
	第一節　封建社会における庶民の教育
	第二節　若者組と社会教育
	第三節　青年会の育成
	第四節　処女会と婦人会
	Ⅰ　処女会
	Ⅱ　婦人会


	第二章　戦後の教育改革と社会教育
	第一節　社会教育の制度化と公民館の発足
	Ⅰ　法律の制定
	Ⅱ　公民館の発足
	Ⅲ　公民館報「ゆたたり」の発刊

	第二節　公民館の運営
	Ⅰ　社会教育委員会と公民館運営審議会
	Ⅱ　公民館職員の任命
	Ⅲ　社会教育指導員と県派遣主事

	第三節　公民館活動
	Ⅰ　青年学級等の開設
	Ⅱ　公民館分館の設置とその活動
	Ⅲ　生活合理化運動
	1．結婚式簡素化への努力
	2．成人式の服装改善
	3．新生活運動

	Ⅳ　成人式と敬老会
	1．成人式
	2．敬老会

	Ⅴ　多良民謡「ざんざ節」
	Ⅵ　社会教育関係施設の整備充実
	1．公民館の建設
	2．中央公民館その他の施設の整備
	3．中山キャンプ場とその活用

	Ⅶ　青少年の健全育成
	1．子どもクラブ
	2．青少年育成町民会議
	3．部落育成会と学校の活動


	第四節　社会教育諸団体の活動
	Ⅰ　婦人会
	1．婦人会の結成と社会教育への参加
	2．地域婦人会の活動
	3．婦人会の現状
	4．体験記『昭和に生きて』の発行

	Ⅱ　青年団
	1．青年団の再出発
	2．青年団の活動
	3．青年団の現状

	Ⅲ　ボーイスカウト


	第三章　社会体育
	第一節　農山漁村におけるスポーツ
	第二節　体育協会の設立とその活動
	第三節　国民体育大会と町民スポーツの振興
	Ⅰ　若楠国体の開催
	1．国体開催の準備
	2．国体開催
	3．国体開催の成果

	Ⅱ　町民スポーツの振興
	Ⅲ　婦人会のスポーツ活動
	Ⅳ　スポーツ少年団


	第四節　B＆G海洋センター
	Ⅰ　海洋センターの開設と運営
	1．海洋センターの設置
	2．海洋センターの運営

	Ⅱ　海洋スポーツの実施
	Ⅲ　施設の譲渡

	附　太良町社会教育の歩み

	Ⅲ　文化編
	目次
	第一章　文化行政と諸団体
	第一節　太良町の文化行政
	Ⅰ　文化財調査委員会
	Ⅱ　文化財保護審議会
	Ⅲ　指定重要文化財
	1．国・県指定重要文化財
	2．町指定重要文化財

	Ⅳ　太良町郷土史調査会
	Ⅴ　図書館
	1．公民館図書室
	2．太良町立図書館
	3．太良町立図書館大浦分館
	4．太良町立大橋記念図書館
	（1）建設までの経緯
	（2）経費
	（3）現状
	（4）図書館の主な活動


	Ⅵ　太良町立歴史民俗資料館

	第二節　文化諸団体
	Ⅰ　太良町民芸保存会
	Ⅱ　太良町郷土史研究会
	Ⅲ　太良町文化連盟
	1．文化連盟の創立
	2．文化祭
	3．役員（平成3年度）

	Ⅳ　古文書研究会


	第二章　文芸
	第一節　演劇と映画
	Ⅰ　井上座と芝居小屋
	Ⅱ　映画
	1．活動写真
	2．巡回映画


	第二節　文学
	Ⅰ　銀泥詩杜
	Ⅱ　幼年詩集
	Ⅲ　多良駅前の歌碑
	Ⅳ　瘠土のばら
	Ⅴ　町内の歌碑
	1．八並雄次郎歌碑
	2．島木赤彦歌碑
	3．安永澤太歌碑
	4．碇登志雄歌碑


	第三節　文芸活動
	1．俳句
	2．短歌
	3．文学
	4．写真
	5．染色
	6．絵画
	7．書道
	8．寒蘭
	9．菊花
	10．吟詠
	11．太良町さざんかコーラス
	12．茶道
	13．生花
	14．手芸
	15．長唄
	16．ビデオ
	17．舞踊
	18．盆栽
	19．謡曲
	20．太良町出身者の著書


	第三章　文化財と古跡
	第一節　指定重要文化財
	Ⅰ　国・県指定重要文化財
	1．竹崎観世音寺修正会鬼祭
	2．竹崎観世音寺修正会鬼祭童子舞
	3．川原狂言
	4．石造三重塔

	Ⅱ　町指定重要文化財
	1．道越古墳
	2．田古里古墳
	3．竹崎城跡
	4．夜燈鼻灯台跡
	（1）「燈臺址」
	（2）「照海燈」の碑文解

	5．役行者座像
	6．六体地蔵菩薩立像
	7．土師壷棺
	8．石造六地蔵
	9．湯牟田古墳


	第二節　古跡
	Ⅰ　太良町内の城跡
	1．中世の城郭
	2．伊福城（伊福、城崎）
	3．城山城（多良、瀬戸）
	4．正知田城（多良、川原）
	5．八幡城（糸岐、北町）
	6．川内城（糸岐、川内、城の辻）
	7．蕪田城（糸岐、蕪田）
	8．大野城（糸岐、大野）
	9．城の辻（糸岐、陣内）
	10．竹崎城（大浦、竹崎）

	Ⅱ　太良町内諸城の動き
	Ⅲ　その他の古跡
	1．太良嶽参詣路と一の宮
	（1）矢答一の宮
	（2）多良一の宮
	（3）糸岐一の宮
	（4）丁石

	2．英俊庵（えいしゅんあん）
	（1）観音像と大乗砂（へんは玄）典一字一后（口の上の一は無い）埴（つくりは合の下に田）
	1　観音像
	2　大乗砂（へんは玄）典一字一后（口の上の一は無い）埴（つくりは合の下に田）

	（2）諌早文庫『日記』
	（3）陣ノ内の英俊庵

	3．烽の遺跡（狼煙台）
	（1）日ノ辻
	（2）風早山（風配）


	Ⅳ　多良岳の石造物・古跡
	1．多良岳の石造物・古跡略図
	2．多良岳への登山道
	（1）糸岐一の宮登山道
	（2）『太良嶽縁起』と上宮参道


	Ⅴ　石造文化
	1．墓碑等
	（1）宝篋印塔・五輪塔
	（2）キリシタン墓碑

	2．六地蔵
	（1）町内の六地蔵一覧
	（2）町内の六地蔵

	3．鳥居
	4．町内の石造物等一覧




	Ⅳ　民俗編
	目次
	総説
	民俗の形成と要因
	太良の風土

	第一章　住民生活のうつりかわり
	第一節　衣食住の変遷
	概説
	Ⅰ　衣生活
	1．自給自足の染織
	（1）製糸・機織り
	（2）くうや（紺屋）と染色

	2．衣の区別

	Ⅱ　食生活
	あらまし
	1．平素の食生活
	2．祝祭料理
	3．自家製造用具と食生活用具

	Ⅲ　住生活
	1．屋敷拓きと新築
	（1）屋敷拓きと石棒つき
	（2）建ち家（棟（むね）上げ）
	（3）屋根葺き
	（4）壁塗り
	（5）構造・設備

	2．現在の住宅


	第二節　生活用品の購入と修理（行商）
	Ⅰ　運搬と販売方法
	Ⅱ　行商のいろいろ
	1．便利屋・便利車
	2．行商品と修理
	3．十夜市、その他



	第二章　行事・風俗
	概説
	第一節　宗教
	あらまし
	Ⅰ　神社と神道
	あらまし
	1．神社と氏神
	2．祭り田と氏子

	Ⅱ　寺院と仏教
	あらまし
	1．寺請制度（檀徒制）と庶民
	2．明治時代以後の宗教改革
	3．寺のしきたりと庶民生活

	Ⅲ　民間信仰
	1．祭神と祭り
	2．講（信仰・互助）


	第二節　冠婚葬祭（人の一生）
	概説
	Ⅰ　冠
	1．出生（出産）と慶事
	2．育児・成長と慶事
	（1）育児中の祝
	（2）成人の祝
	（3）厄年（厄除け）・年祝（長寿祝）


	Ⅱ　婚
	1．結婚式（人前式）
	2．現代の結婚式（神・仏前式）と改善運動

	Ⅲ　葬
	あらまし
	1．仏葬（仏式）
	2．神葬

	Ⅳ　祭（年中行事）
	あらまし
	1．五節句
	2．年中行事
	（1）春の行事
	（2）夏の行事
	（3）秋の行事
	（4）冬の行事



	第三節　郷土料理
	第四節　子どもの遊び・手伝い
	第五節　娯楽・催し物
	Ⅰ　井上座・旅芸人・狂言
	Ⅱ　演芸会・巡回映画・古老の話


	第三章　産業（習俗）
	概説
	第一節　農業
	Ⅰ　農作業の変遷
	1．稲の品種・牛馬耕
	2．水田除草と病害虫防除
	3．肥料
	4．稲刈り・稲扱ぎ・籾摺り
	5．裏作・副業（養蚕業その他）
	6．農具のうつりかわり


	第二節　林業
	Ⅰ　日常生活
	Ⅱ　樵・木挽き
	Ⅲ　林産物（木炭）

	第三節　漁業
	Ⅰ　有明海漁業の特色
	1．自然環境
	2．水産物と漁業
	3．漁撈

	Ⅱ　太良町の漁業
	1．太良町漁業の特色
	（1）漁撈と漁具の変遷
	ア、干潟沿岸漁撈と漁具
	イ、沖合漁撈と漁具

	（2）潜水業とタイラギ漁
	（3）カニ漁
	（4）養殖漁業
	（5）出稼ぎと活躍

	2．漁具と設備の変遷
	（1）船とその設備
	ア、船の変遷
	イ、船内設備と機器

	（2）籠・縄・網

	3．防波堤と港湾整備
	4．海灘
	5．漁場と紛争－長崎県南部地域総合開発計画反対闘争（南総開発反対）
	（1）紛争の発端と経過
	（2）紛争の解決（妥結）
	（3）抗議・陳情歴

	6．風俗信仰
	（1）教育
	（2）若者宿（青年宿）・竹崎と祭り
	（3）信仰と俗信



	第四節　商工業
	Ⅰ　製造・加工（工業）
	1．醸造（じょうぞう）業
	（1）醤油
	（2）酒造

	2．石材業
	3．屠畜場・家畜せり市場
	（1）屠畜場
	（2）家畜せり市場

	4．水車業
	5．その他の専門業
	6．職人の生活と道具

	Ⅱ　商業
	1．金融業




	Ⅴ　宗教編
	目次
	第一章　寺院
	第一節　各宗、各寺院の概観
	Ⅰ　竹崎山　補陀洛院　観世音寺（真言宗・御室派）
	Ⅱ　無量山　五劫院　誓願寺（浄土宗）
	Ⅲ　授徳山　覚源寺　正伝院（浄土宗）
	Ⅳ　菅流山　玉泉寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅴ　修多羅山　円教寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅵ　日影山　真向院　円満寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅶ　白旗山　東福寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅷ　宝亀山　善行寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅸ　松尾山　正恩寺（浄土真宗・本願寺派）
	Ⅹ　石上山　光福寺（浄土真宗・本願寺派）

	第二節　廃寺・移転・合併
	Ⅰ　立川山　円証寺
	Ⅱ　亀崎山　英俊庵
	Ⅲ　西方院
	Ⅳ　廃寺になった浄土宗寺院
	Ⅴ　地名として残る寺院

	資料
	1．町内寺院一覧
	2．竹崎山記録
	3．竹嵜山支配古跡
	4．證文之写
	5．肥前国藤津郡諌早縣竹﨑山補陀洛院観世音寺什物帳


	第二章　神社
	第一節　概観
	Ⅰ　各神社の概観
	1．太良嶽神社
	2．戸口神社　伊福
	3．江岡天満宮　江岡
	4．淡島神社　早垣
	5．大魚神社　栄町
	6．天満神社　油津
	7．八幡社　糸岐
	8．宇賀神社　糸岐
	9．八幡宮　畑田
	10．諏訪神社　瀬戸
	11．浅間神社　糸岐本町
	12．山神社　大川内
	13．中山神社　中山
	14．大峰天満社　大峰
	15．御手水神社　御手水
	16．諏訪神社　里
	17．浅間神社　今里
	18．岸川神社　平浜
	19．大浦神社　亀ノ浦
	20．熊野神社　津ノ浦
	21．天神神社　亀ノ浦


	第二節　廃社・合祀・移転
	1．太良嶽神社に合祀された川上神社
	2．太良嶽神社に合祀された荒穂神社
	3．川上神社に合祀された天神社・海童社
	4．鹿山神社に合祀された白山神社
	5．浅間神社に合祀された日高神社
	6．熊野神社に合祀された若宮神社・天神社
	7．諏訪神社に合祀された天神杜・地神杜
	8．八坂神社に合祀された天神社・浅間神社・海童神社・矢房神社
	9．住吉神社に合祀された御髪神社
	10．天神杜に合祀された平野神社
	11．天神杜に合祀された春日神社・熊野神社・矢房杜

	資料　長崎県管下　肥前国藤津郡神社明細帳


	編集後記
	奥付
	竹はぜの図



